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松
永
忠
次 

委
員
長

　
本
委
員
会
は
、
近
年
の
経

済
状
況
や
市
の
財
政
状
況
、

近
隣
市
議
会
の
動
向
を
踏
ま

え
つ
つ
、
市
民
の
負
託
に
応

え
う
る
議
員
定
数
及
び
報
酬

の
改
定
に
必
要
な
項
目
の
調

査
研
究
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
判
断
か
ら
、
本
年
３
月

に
設
置
し
、
協
議
・
検
討
を

行
っ
て
き
た
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

県
内
各
市
や
人
口
３
万
５
千

人
か
ら
４
万
５
千
人
規
模
の

類
似
都
市
等
の
状
況
に
つ
い

て
資
料
収
集
を
行
う
な
ど
、

現
状
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
委
員
会
の
参
考
資
料

と
す
る
た
め
、
議
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

慎
重
に
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
本
市
が
直
面

し
て
い
る
人
口
減
少
や
、
既

に
県
内
外
の
市
で
定
数
削
減

の
動
き
が
進
行
し
て
い
る
現

状
を
鑑
み
、
議
員
定
数
の
削

減
は
回
避
で
き
な
い
と
判
断

し
、
次
の
改
選
か
ら
、
現
行

の
19
人
か
ら
２
人
減
の
17
人

と
し
た
。

　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、

他
自
治
体
の
状
況
を
勘
案
す

る
と
、
市
長
の
諮
問
機
関
で

あ
る
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
議
会

に
提
案
さ
れ
る
の
が
一
般
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
委
員

会
に
お
い
て
も
市
長
に
提
言

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
議
員
報
酬
額
に
関
す
る
意

見
と
し
て
は
、「
市
の
財
政
状

況
や
補
助
金
９
千
万
円
の
返

還
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
を
考
慮
す
る
と
現
状
維

持
」
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、

「
20
年
間
据
え
置
き
で
あ
る

こ
と
や
物
価
高
騰
、
議
員
の

な
り
手
不
足
を
理
由
に
増
額

を
支
持
す
る
」「
物
価
上
昇
や

同
規
模
自
治
体
と
の
比
較
を

根
拠
に
妥
当
と
す
る
」「
多
様

な
層
の
立
候
補
を
促
す
た
め
、

増
額
は
必
要
」「
議
員
活
動
の

質
向
上
と
生
活
保
障
の
た
め
」

な
ど
増
額
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
具
体
的
な
増
額
幅
は
２
万

円
か
ら
10
万
円
と
幅
広
い
意

見
が
あ
り
、
最
終
的
な
額
と

し
て
は
、
他
市
の
状
況
を
基

に
、
現
予
算
を
超
え
な
い
こ

と
を
念
頭
に
、
議
員
報
酬
月

額
４
万
円
の
増
額
を
、
市
長

に
対
し
て
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
へ
の
諮
問
を
提
案
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
18
年
度
の
合

併
か
ら
議
員
定
数
を
30
人
か

ら
19
人
へ
と
削
減
し
て
き
た

一
方
、
議
員
報
酬
の
改
定
は

見
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
考

慮
い
た
だ
き
、
今
回
の
報
酬

の
増
額
に
つ
い
て
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。
な
お
、
議
員

定
数
２
名
削
減
に
よ
る
報
酬

を
除
く
経
費
に
つ
い
て
は
、

４
年
間
で
約
１
千
万
円
の
削

減
と
な
る
。

　
結
び
に
、
今
回
の
議
員
定

数
削
減
並
び
に
報
酬
の
増
額

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
議
員

の
責
務
に
対
す
る
認
識
を
高

め
る
と
と
も
に
、
資
質
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
で
、
市
議

会
と
し
て
市
の
発
展
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
。

議
員
定
数
等
調
査
検
討

特
別
委
員
長
報
告
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議員定数及び報酬の改正について
委員長　中村　哲康

広報編集特別委員会視察研修報告
委員長　井上　修一

議会だよりの編集方法・発行状況について
■７月24日（木）　【えびの市議会】 ■10月７日（火）　【うきは市議会】
●定数：14人→10人   　●報酬：30万4千円→40万円 　議会広報紙の改革を数年かけて実施。印刷業者選定要件

にデザイン要素を追加。現在読まれている方は引き続き
読まれるだろうということで、20代～40代をターゲット
とし、「伝える議会だより」から「伝わる議会だより｣を
目指して取り組まれていた。

　紙面の見直しのため専門家を招き意見交換を実施。現
状と課題を洗い出し､「市民と議会を〝つなぐ〞〝結ぶ〞
市議会だより」から、｢市民と議会の〝つながり〟を意
識した紙面づくり」へと方向性を見直した。

■７月25日（金）　【小林市議会】

■10月８日（水）　【大分市議会】

●定数：19人→16人 
●報酬：31万3千円→37万5千円～42万5千円の範囲内
　 (現在、市長に特別職報酬等審議会開催を依頼）

【委員長所感】
　人口減少に伴い議員定数の削減も必要ではあるが、
削減されれば民意が反映されにくくなる問題も考えら
れる。議員削減によるデメリットにも配慮して議員定
数の課題に対応していく必要があると感じた。
　また、議員定数や報酬については、市民の理解を得
ることが大事であり、これまで取り組んだ定数減（報
酬は現状維持）も考慮した上で考えるべきであると
思った。
　議員をとりまく諸課題の解決に向け、市民の理解が
得られるよう、議会が一丸となって取り組んでいく必
要があると感じた。

【委員長所感】
　双方(うきは市・大分市議会)共に、読み手を第一
に、記事は簡潔に、表紙見出しは、解りやすくイン
パクトのある表現で細かい所まで創意工夫され、参考
とさせていただく内容（事項）の多い有意義な研修と
なった。
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本
市
で
大
体
何
施
設

ぐ
ら
い
対
応
で
き
る
よ
う
な

と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
７
月
時
点
の
調
査
で
、

31
園
の
う
ち
、
実
施
希
望
が

９
園
、
検
討
中
が
９
園
と
の

回
答
を
得
て
い
る
。

　
　
　
親
が
負
担
す
る
お
金

は
。

　
　
　
利
用
料
は
各
施
設
で

設
定
を
す
る
の
で
、
現
時
点

で
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
原
案
可
決
）

　
　
　
ポ
ス
タ
ー
の
実
質
１

枚
当
た
り
の
単
価
は
い
く
ら

で
、
枚
数
は
何
枚
な
の
か
。

　
　
　
今
回
、
改
正
後
は
実

質
１
枚
当
た
り
２
，
１
８
５

円
が
上
限
。
枚
数
は
直
近
の

選
挙
と
同
じ
掲
示
数
で
変
更

な
け
れ
ば
１
９
８
か
所
分
の

計
算
に
な
る
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
原
案
可
決
）

〈
市
民
生
活
部
関
係
分
〉

　
　
　
外
国
人
在
留
者
の
人

数
は
何
名
か
。

　
　
　
令
和
６
年
中
に
転
入

さ
れ
た
外
国
人
は
、
約
２
０

０
人
。
転
出
さ
れ
た
方
が
１

３
３
人
。
現
在
５
０
０
人
前

後
が
市
内
に
い
る
状
況
。

　
　
　
南
島
原
市
に
来
て
失

踪
さ
れ
た
事
例
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
把
握
し
て
い
な
い
。

〈
教
育
委
員
会
関
係
分
〉

　
　
　
寄
附
金
15
万
円
の
使

い
方
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
寄
附
金
は
、
深
江
・

小
林
・
大
野
木
場
小
学
校
の

図
書
購
入
費
に
各
５
万
円
使

用
し
て
ほ
し
い
と
寄
付
さ
れ

た
。

　
　
　
小
中
学
校
の
屋
根
の

改
修
は
何
年
ペ
ー
ス
で
改
修

す
る
の
か
。

　
　
　
屋
根
の
防
水
関
係
は
、

10
年
か
ら
15
年
が
耐
用
年
数

で
そ
の
期
間
を
ス
パ
ン
に
計

画
し
行
っ
て
い
る
。
毎
年
５

月
に
各
学
校
の
修
繕
箇
所
を

担
当
と
回
り
、
年
数
以
下
で

あ
っ
て
も
亀
裂
・
雨
漏
り
等

あ
れ
ば
優
先
順
位
を
変
更
し

て
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
の
２
，
２
９
８
万

８
千
円
の
財
源
内
訳
は
。

　
　
　
年
度
の
当
初
予
算
で

計
上
し
た
財
源
と
合
わ
せ
て

調
整
を
し
た
結
果
、
国
庫
が 

１
，
６
４
８
万
２
千
円
増
加
、

起
債
に
つ
い
て
も
１
，
６
５

０
万
円
の
増
額
、
調
整
に
よ

り
一
般
財
源
が
ト
ー
タ
ル
と

し
て
は
９
９
９
万
４
千
円
減

額
と
な
っ
て
い
る
。

【
反
対
討
論
】

　
今
回
の
補
正
予
算
に
も
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
事
業
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
基
本
設
計

の
段
階
か
ら
毎
回
補
正
・
修

正
を
提
出
し
て
い
る
の
で
、

反
対
討
論
と
す
る
。

【
賛
成
討
論
】

　
こ
の
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

に
対
し
て
、
補
助
金
・
交
付

金
等
を
含
め
た
上
で
、
市
民

へ
の
還
元
と
い
う
形
と
し
て
、

こ
れ
は
今
す
る
べ
き
工
事
だ

と
思
う
。
こ
れ
を
建
設
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
活

性
化
に
は
な
る
と
思
う
。
皆

で
話
合
い
を
議
論
し
な
が
ら

進
め
て
ほ
し
い
の
で
、
賛
成

討
論
と
す
る
。

（
起
立
採
決
の
結
果
（
賛
成

４
・
反
対
１
）
原
案
可
決
）

　
　
　
令
和
６
年
度
上
位
疾

患
第
５
位
に
脳
梗
塞
が
入
っ

て
い
る
が
、
近
隣
市
と
県
全

体
で
は
ど
う
か
。
年
間
医
療

費
が
、
本
市
は
長
崎
県
の
平

均
よ
り
低
い
傾
向
の
要
因
は

な
ぜ
か
。

　
　
　
長
崎
県
全
体
で
は
、

上
位
疾
患
に
入
っ
て
い
な
い
。

近
隣
市
で
も
10
位
ま
で
に
該

当
し
て
い
な
い
。

　
１
人
当
た
り
の
年
間
医
療

費
が
低
い
と
い
う
分
析
は
特

に
行
っ
て
な
い
が
、
県
内
の

医
療
費
を
ク
ロ
ス
表
で
示
す

と
、
大
き
い
市
町
村
が
高
い

傾
向
が
出
て
お
り
、
県
全
体

の
医
療
費
を
引
き
上
げ
て
い

る
の
が
現
状
。

　
　
　
財
政
調
整
基
金
の
目

標
設
定
額
は
立
て
て
い
る
の

か
。

　
　
　
基
金
に
つ
い
て
は
、

県
か
ら
基
金
保
有
の
指
示
は

あ
る
も
の
の
、
目
標
設
定
額

の
指
示
は
な
く
、
特
に
立
て

て
い
な
い
が
、
今
回
の
決
算

剰
余
金
と
か
、
前
年
度
の
決

算
剰
余
金
の
２
分
の
１
以
上

積
み
立
て
る
と
い
う
こ
と
で

決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

分
を
毎
年
積
立
て
て
い
る
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
明
け
に
全
国

的
に
は
受
診
控
え
が
あ
っ
て
、

結
構
赤
字
に
転
落
し
て
い
る

病
院
が
多
い
が
、
南
島
原
市

に
お
い
て
は
、
比
較
的
受
診

控
え
み
た
い
な
も
の
が
起
こ

ら
ず
回
復
傾
向
に
あ
る
と
い

う
よ
う
な
説
明
で
間
違
い
な

い
か
。

　
　
　
徐
々
に
解
消
し
て
き

て
い
る
。
た
だ
増
加
の
要
因

と
し
て
は
、
被
保
険
者
数
が

年
々
増
加
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
も
絡
ん
で
い
る
。

〈
そ
の
他
の
案
件
〉

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

【
議
案
第
38
号
】
南
島
原

市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
41
号
】
南
島
原

市
議
会
議
員
及
び
南
島
原

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
47
号
】
令
和
７

年
度
南
島
原
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

【
議
案
第
48
号
】
令
和
７

年
度
南
島
原
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

【
議
案
第
49
号
】
令
和
７

年
度
南
島
原
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

【
請
願
第
４
号
】
ゆ
た
か

な
学
び
の
実
現
・
教
職
員

定
数
改
善
を
は
か
る
た
め

の
２
０
２
６
年
度
政
府
予

算
に
係
る
意
見
書
採
択
の

請
願
に
つ
い
て

日
向
栄
司 

委
員
長

文
教
厚
生
委
員
長
報
告
（
概
要
）

・
議
案
５
件
を
原
案
可
決　

認
定
２
件
を
認
定

　

請
願
１
件
を
採
択

【
認
定
第
３
号
】
令
和
６

年
度
南
島
原
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
認
定
第
２
号
】
令
和
６

年
度
度
南
島
原
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て


